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比率のカットオフ値は receiver operating characteristic (ROC)曲線を用いて算出
した。 
【結果】 





率は 72.6％であった。さらに MRI T1強調像における椎体後壁の信号変化を加味して
考察した場合、感度・特異度はそれぞれ 87.1％、71.9％であり、陽性的中率は 87.4％
とそれぞれ上昇を認めた。 
【結論】 
本研究の結果、骨粗鬆症性椎体骨折後早期においては、比較的椎体高が保たれている
ことが判明した。骨粗鬆症性椎体骨折において、単純 X線で前方椎体高比率 75％以
上及び MRIにおける椎体後壁の低信号性変化は、新鮮椎体骨折の鑑別に有用であっ
た。 
 
 
